
○８月９日「伝え合おう平和！」（平和を願う会） 

８０回目の長崎原爆の日、本校では各学級で、あるいは「平

和を願う会」を通して、原爆の恐ろしさや戦争の悲惨さ、平

和の尊さについて考える１日となりました。 

家庭科室には、原爆の被害の様子がわかる写真パネルや、

子供たちの平和に関する標語を展示しました。標語には、戦

争のない世界を願う思いや、身近なところから平和にしてい

こうという姿勢等、それぞれの子供たちが平和学習を通して感じたことなどを短い言葉で表現 

することができていました。 

また、今年も「平和を願う会」は、校長室と各教室をオン

ラインで結んで実施しました。なかよし委員会の子供たちが

中心となって、何度もリハーサルを重ねながら準備を進めて

きました。はじめの言葉や終わりの言葉など各学年の代表も

含め、カメラの前で話す子供たちは、自分の役割を果たすた

めに、話す速さに気を付け、はっきりとわかりやすく話すこ

とを心がけていました。 

 ５年生が作成した動画（原爆資料館見学や平和案内人との

「平和ウォークラリー」で学んだこと等をまとめた動画）や、

なかよし委員会が作成した動画もすばらしいで内容でした。

被爆者の方が年々減少していることを踏まえ、「伝えていく

ことの大切さ」を意識しているものでした。自分たちが学ん

だことだけでなく、先生たちが考える平和（インタビューし

たこと）や自分たちが考える平和などについてもまとめられていました。全学級で視聴する時 

間を設け、今の私たちにできることは何か？ 取り組むべきことは何か？などについて、子供 

たち一人一人がしっかり考える機会となりました。 

○そうめん流し！ 
８月９日のお昼、父親クラブの方々が、子供たちのために

そうめん流しを体験させてくれました。この日は朝からあい

にくの雨でしたが、体育館に竹で作った流し場を４カ所設置

してくださり、子供たちを楽しませてくれました。 

子供たちは、それぞれ流れてくるそうめんを箸でつかんで、

竹の器に入れておいしそうに食べていました。おなかいっぱ

いに食べた子供たちはとても満足そうな表情でした。父親クラブの皆様、貴重な機会、ありが

とうございました。 

学 校 だ よ り 
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